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理とに対する認識が欠けている O 侯宝林のような人たちは何度も次のように強調している O す
なわち、「柏声という芸術は、 f八角鼓jに源を発していると断言するのは、当を得ないもので
あるj、もしくは何人角鼓jと相声という芸術の簡に、前者ーから後者へという転化の関係は存















































の価値jなどではないという考えに基づいている [Elias 2006 (1991) : 46J 0 
本研究のなかでは、草の根の相声という「俗Jを、演者と観衆という「民jへと帰着させ、













































ることも、旗人たちの禁沢さやさわやかさを示しているといえよう[呉効群 2006 : 52-158、
2007 : 42-61] 0 1930年代になるまで長らくの問、北京城の満洲族たちが結婚する際に縁談をとり
もつ人のことを「仲人Jなどと呼ぶことはなかった。彼らは、時間や金銭、体力と気力を費や
しながら、なかば義務でもあるかのように親戚や瞬近所に縁談をもちこむ人のことを、「冬瓜の
スープを飲む者jと呼んできた[周患慈 1940 : 28J 0 さらには、 な生まれにありながら落
ちぶれてしまった旗人たちですらも、自らの誇りや趣味といったものをどこまでも保ちつづけ
ようとしていた O こうしたことから、伝統的な「楽観的文化の戯評形式Jとでもいえるものが















受けてきたのである[孟起 1939 : 131J 0 
「ぶらぶらして仕事をせず、遊び暮らすどら息子が多いjためだろう、ゆっくりと漢文化の
なかに吸いこまれていった八旗の子弟たちが生みだした[子弟書 (1)Jも、その多くが大成功を
iほめた[鄭振鐸 1998 : 601] 0 こうしたことは、旗人の生活全体に流れる、目的にこだわらず、
損得を計らないという[自由Jなる性格を明確に現わしている O こうした椴つぶしと自由とい
う性格はいずれも、たとえ落ちぶれたとしても、「ふつうの旗人であれば、だれでも両口克を演



























くO 道化役は立っていて、もう一人が楽器を鳴らすと歌いはじめる O その節と詩は生き生きと
しており、その声は乾いて初々しい。道化役は長い時間「闘亘(突っこみ)Jをされるので、そ






を発した後に、太鼓や三味線を ~~i きはじめる O 左手の者は八角鼓を叩き、椅子に座った人
は「京j控(2)Jを歌いながら多くの笑い話を諮る O 雑談をしながらそれに茶々を入れるのは、
右手の者である D 椅子に座っている人は、この茶々を入れる右手の者を何度も叩くので、




!日告) [邦上家人 l鎚3: 7b-8aJ。



















結果として相声という芸術を生みだしたのである O 八角鼓の八部分は、乾・ j火・良・震-巽-
脱-望・免に分けることができる O ここから、八卦の思想によりその歌曲を八通り一ーすなわ










し方を真似したりできる声を指しているjと[雲遊客 1936a : 43J 0 
「北京通jと呼ばれる金受申によれば、八角鼓には、鼓・柳-彩の三種類が含まれるという
[金受申 1989 : 283・287Jo 鼓とは八角鼓である O 次の柳とはノJ，~貝を指し、彩とは手品を示してい
るO 舞台上での演出は、まず「合曲Jや「単弦J、「牌子出J、「琴腔jからはじまり、この後に
八角鼓が正式に登場することになる O 八角鼓における二番自の演目は「映根J、つづいて三人で






たものであるJとみなしている[老舎 1961、Kaikkonen 1990: 9、llJ0 まさに相声が「北京
で生まれ、北京で育ったものであるJがために、それらの古い節のなかには「北京方言が数多
く含まれているJ[老舎 1959 : 15J 0 また、相声芸人の羅栄寿は晩年になってから、「相声は、
語り、真似、突っこみ、謡いという四つの声技から成っている O これはまさに、模倣曲芸とも
いわれる f八角鼓iがもっ特徴であるjと強調していた。さらに彼は、相声と八角鼓の間にあ
る相違と一致について明確に指摘している[羅栄寿 1979 : 89-90J 0 r棺声よりも相声らしいJ
八角鼓のさまざまな形式と演出技法について回顧するなかで、金名もまた多少のユーモアを込
めてこう述べている O すなわち、北京の雑杷地、天橋に安住する相声というのは、八角鼓とい



































































田香 1995 : 176J 0 つづく 1930年代には、劉徳智や郭啓儒、於俊波といった人々が天橋で相声を
披露するようになった。そこはいつも、観衆であふれかえっていたが、それでも「そこで披露
されるのはまったく雅なものでなく、往々にして野卑な性格をもつものであった」という[張
次渓 1951 : 198J 0 これについては、かの老舎もかつて、こう強調したことがある O すなわち、
相声芸人が天橋あるいはほかの場所で芸を披露する際、こうした場所はしばしば文化を欠いた
場所であるため、そこに集まる聴衆のなかに婦女はいなかった。こうして、「彼らの口ぶりは、




































































































































どと呼ばれていた人たち[張笑侠 1931 : 2J や、天橋で芸を売りながら生活をしていた芸人た
ちというのは、基本的には偉業や名声、利益や宮禄といったものからの制限を受けずにすんで
いた。こうして、彼らは豊かな義侠心をもち、「義jを尊びながら気ままに暮らしていたのであ

































































































り、そこでは備理が重んじられ、道徳や理想が語られることになった[甘揚 2006 : 125・130J。
新政権は、政権が民衆のもとにあるような「感恩型国家jイメージの創出に力を入れるよう







































きはじめたjのである O たとえば、 1949年の終わりから1950年のはじめにかけて、彼は婚姻法の





[候宝林 1985 : 282・299J]8 これと同様、自らを新社会における文芸活動家と標携し、「新社会
のために演出をし、新社会のために創作をする」ことを目指して1950年に党の「礼遇jを受け、
それに深く感銘した馬三立も、古い相声のなかで用いられてきた f百家姓jを f新百家姓jと




















































出た f北京文芸jっていう週刊誌にも、俺のこの話が載ったほどだから o 1958年になって、
俺はまた{深翻土地jっていう柏戸と、{決心入伍jっていうオペレッタを書いた。これは、





ついて話をつくる O 党の 1乎びかけに合わせて、俺はその内容を書けばいいんだ!あのころ、
俺は毛主席の言うことをちゃんと開いていた。毛主席が水利工事を呼びかければ、俺は水
利工事について話を書いたし、毛主席が田先立を深く耕せと言えば、俺は土地を耕せという
作品をつくった O 主席が肥料を堆積しろといえば、俺は土佐肥の話を書いた O ……だから、
俺は作品をつくったからって批判されたことはなかったんだ。いつでも「紅五類 (9)j とし















































































































































































例である[岳永逸 2007c : 271-293J。そこでは、かつて、大道で平らな地面から餅を掘りだすよ
































































ての天橋芸人たちが経験した「登堂入室jのような変化を遂げることになった[馬三立 1983 : 








































































































観衆の共有するロジックが次のようなものであるということを示している O すなわち、 a)郭
徳網は有名になったので、彼の棺声の価格も高くなる。 b)価格が高いので、相声は絶対に素










































































マと結びつけるようになっている[史航 20ω、張天蔚 2009、辺議 2009J 0 
モーツアルトについての研究のなかで、社会、文明および人間を動態的なプロセスとしてみ




術 (Handwerkerhunst)Jと自由芸術家に対応する f芸術家の芸術 (KUnstlerkunst)Jについて分
































































































































































































































みてみよう O ここから、相声の伝統性とは、「過去、 :m在、未来という全体的な時間におけるー
-168-
つの fプロセスjであり、過去においてすでに凝り留まってしまった一つの{実体jなどでは







すなわちガーダマーが示唆したところの「効果の歴史 (effective-h istory ) J [Gadamer 2004 

























































自「花j奄 J 、「草堂J 毎調立題、。i:古人一無題之認亦為之作題、其可笑~)L甚。詩詞之題百本為
自然及人生。 自古人誤以為美刺投H前ik史懐古之用、題包既誤、詩亦自不能{圭。後人不及古
人、見古名大家亦有此等作、遂遺其独歪Ij之処間専学此種、不複知詩之本意。於是豪傑之士




f人間詩話jの97条、 98条、 109条、 125条はいずれも、上と同じような意味のことを示してい
るO 文化・社会生態の角度から、ここ百年余りにおける草の根の柏戸に対して矢口の考古学と形
態描写をおこなってみると、文芸が進化した結果たどることになる宿命について王国維が述べ
























ことになったO 衣食に困らぬ旗人の生活は、彼らを「八角鼓Jをはじめとする「甚様雑要 (21)J 































































してゆける O だから、生活のために奔走して苦労しなくてすむだろう O 昔はこのように暮
らしていた O だから友達をつくることが好きで、遊ぶことも好きだし、「ゆったり」と遊ぶ
ことができたんだ。たとえば鳥やハトを飼ったり、コオロギで遊んだりしたし、書道も好
きだった O これらはすべて、遊びだったよ O 遊ぶということは、経済的な余裕がないとい
けない。 俸給があるからたくさんの友だちをつくることもできるし、人にもやさしくでき





























































2. この橋の名前の由来に関する伝説は、非常に多く残されている O 詳しくは岳永逸の論文
[岳 2007c : 22-23J を参照されたい。
3. インフォーマントは李長栄、インタピュアーは岳永逸で、ある。インタピューは、 1999年1月
6B、北京宣武区永安路においておこなわれた。
4. ここで明示しておきたいのは、 i司治元年とは象徴的な一時点にすぎないということである O
これが今日の相声界における常識とされているため、本論文でもこの説を採用している O な
お、近世相声史をより古くまで遡ろうとする侯宝林らは、この説を否定している[侯宝林、









































12. ここで参照しているのは、二種類のインタビューである O 一つは、岳永逸がインタピュア一、
社三宝がインフォーマントとなり、 2000年10月日日に、北京市宣武区先農壇!I可においておこな
























う役割をまったく無視してしまっている O さらに{皮らは、 l芸員lí~ に iïhl: Wî していた 11寺 J~] にあって
民衆がエリートたちに対して抱いていた共通の親しみや、エリートへの積極的な関わりとい
ったものをも軽視してしまっているのである [cf.Hoim 1991、Flath2000、Lufkin2001 J 0
18. 老舎と相声、相声芸人、柏戸改進小組との間にみられた関係について、あるいは賞賛形式の
相声に対する助長と相声改進小組の間にあった具体的な状況については、ヨミ決らと老舎の著




技芸の高さを示すーっのバロメーターとして{勤し 3た[張立林 2005 : 102-11OJ 0
20.都会で暮らしている人々だけではなく、村里に暮らす人々のj習にも知らず知らずのうちにこ
れと類似した集団的な[異化j が発生している O 都市繁栄の表象と村l:l~の分裂というのは、
互いを映しだす鏡のようである。これは非常に複雑な命題である O これに関連した研究とし
ては、 LiuのものやYanのもの、童話明のもの [Liu 2002、Yan 2003、童謡明 2007J を参照
されたい。
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21. r青少年文化jと言う言葉は、甘j場によって提示された O これは、中国の古典的な文明の
「成年人文化jと相対させるかたちで、現在の中国文化がもっ特徴を分析した述語である O 彼
はかつて、[中国は現在、ある意味では{父親j不在の状態であるともいえる」と述べたこと
がある[甘揚 2007 : 65-77J 0 したがって、本論ではこの[青少年文化Jという比験的色彩の
強い言葉を借りて、現在の中国文化がもっ特徴と、集団心理、社会心理などを分析する O


















































33. インフォーマントは常弘、インタピュアーは岳永逸と金鏑傑である O このインタビューは、
2008年9月7日に、北京市崇文!玄花市社区博物館においておこなわれた。







入ってその本来の調子を変えたものを指している O 弦楽器を用いないのが特徴である O
( 3 )訴唱八角鼓は、主役と道化役によっておこなわれる O 物語に登場する人物の人数にあわせ、
少ないもので二人、多いもので五人分の役がつけられる O 三人でおこなう演目が多く、弦楽
器を演奏する者も一~二人分の役を演じる O 演技に際しては、道化役のみが化粧をし、この





( 4 )中国の標準語において「弾Jと「投jはいずれも、日本語の「弾く jに相当する意味合い
をもっO 弾はピアノやギター、琵琶などの弦楽器を弾くことを指すのに対し、投はバイオリ
ンやアコーデイオンを弾くことを指すという差異がみられる O
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